
令和４年度
マイスター・ハイスクール事業

中間成果発表

山梨県立農林高等学校



醸造・栽培設備の充実などハード面の整備

・ワインに関わる授業カリキュラムの検討
・IoTを活用した醸造・栽培ノウハウのシステム化
・ワインの販売ルートと製造計画を確立

マイスター・ハイスクールビジョン達成のための
仕組みづくりなどソフト面の整備

・事業評価方法の検討
・学習の取り組み方
・学校内外の連携強化

地域に根付く人材の育成のための
教育活動の発展・維持

・１、２年目に培った仕組みの改善
・事業評価

【１年目】・醸造用ブドウ栽培に関する学習
・先端技術の見学
・圃場モニタリング機器の導入
・気象データ蓄積と栽培方法検討
など

【２年目】・ワイン醸造に関する学習
・大学と連携した成分分析実習
・企業技術者、産業技術センター研究者

による授業及び技術研修
・新学校設定科目の検討

など

【３年目】・マーケティングに関する学習
・学校独自の認証制度による学習評価
・人材育成システムの検証と改善
・これまでの取り組みに基づいた
人材育成システムの普及
など

令和４年度 活動目標



山梨ワイン発展のための協働と若手技術者の育成
ワイン醸造学習を中心としたワイン県やまなしの地域資源活用、
地域活性化、新たな価値を創造する職業人材の育成を目指して

６次産業としてのワイン醸造学習を通して、以下のスキルを身につける。
身につけたスキルによって新たな価値を創造する職業人材を育成する。

①知識・技術
学習した内容を体系化して身につけられる力。

②思考力・判断力・表現力
対話や議論を通じて多様な物事のあり方を理解した上で、必要な情報を選択し、持ち
うる知識・技術を活かして問題を解決する方向性や方法を検討し、結論を導く力。

③主体的に学習に取り組む態度
知識を一方的に享受するだけでなく、様々な情報を自身のこととして受け止め、自己
のキャリア形成の方向と関連づけられる力。

＊文部科学省の「新しい学習指導要領等」にも基づいている

マイスター・ハイスクール ビジョン



課題１：情報共有の不足
・教育体制の確立にはプランニングが最重要
・関係者間の情報交換の場

課題２：永続的に指導できる教員の確保
・業界人材を柔軟に採用できるシステムの構築
・既存の教員が研修を受けられる環境づくり

課題３：最低限の費用確保
・製造実習には年間100万円程度のコストが必要

課題４：ワインに関わる学習カリキュラムの検討
・学習指導要領に基づいた教育課程の検討
・学校設定科目「ワイン学」の検討

昨年度の課題 「教育活動の発展・維持」のための環境整備



産業実務家教員
山口美樹 氏

業界水準の
専門的授業の展開

醸造用ブドウの栽培管理
ワイン製造実習
流通・販売に関する授業

科目を横断し、多面的に
ワイン学習を行う。

参画関係者

産官学から多数の山梨ワイン関係者が参画

・山梨県教育委員会
・甲斐市、甲斐市商工会
・山梨県ワイン酒造組合
・国立大学法人 山梨大学
・山梨県農政部（山梨県果樹試験場）
・山梨県産業労働部

（産業技術センター ワイン技術部）
・岩崎醸造株式会社

マイスター・ハイスクールCEO 白石壮真 氏
事業全体のマネジメント

学校内 学校外

他学科との連携

システム園芸科
スマート農業

森林科学科
県産材樽の作成

環境土木科
造園緑地科
東屋の建設
ブドウ樹庭園

学校内

課題１：新しい組織運営の確立



課題１：目標達成のための「仕組み」作り
＜体系化された仕組みでPDCAを回す＞

• 定量評価：経営目標達成指標KGIと重要業績評価指標KPIで評価

• 定性評価：行動計画 AP（具体的な目標）でタスク確認

マイスター・ハイスクール
ビジョン

山梨ワイン発展のための
協働と若手技術者の育成

・ワイン関係就職数

KPI-1 地域からの関心
県内からのHPへの流入

KPI-2 生徒のスキル
学校独自認定者数

KPI-3 
学習の評価

KPI-4 
SNSのフォロワー数

AP-2 
情報発信

AP-1
学習の取り組み方

KPI-5 
外部講師招聘による授業時間

AP-3 
業界に関する知見

KPI-7
GI Yamanashi 合格率

AP-5 
専門技術の習得

Action Plan
具体的なアクションなど

Key Performance  Indicator
最終目標に到達するためクリアすべき中間目標

Key Goal Indicator
最終目標

KPI-6 
外部機関連携プロジェクト数

AP-4 
地域との連携、商品の販売



課題２：永続的に指導できる人材の確保

①業界人材を柔軟に採用できる体制の構築を目指す
・ワイン酒造組合に相談

→ワイン製造に関わる大手企業を退職した人材の派遣の可否
・人件費の捻出

→県教育委員会

②教員研修
・令和４年度 新産業技術等専門学科教員研修事業の活用

→メルシャン株式会社にてワイン成分分析研修
・ソムリエ講習会



課題２：永続的に指導できる人材の確保

③教員への技術的フォロー
・作業工程のマニュアル化
・テクニカルシートの作成
・ワイン酒造組合主催の技術講演会への参加



課題３：製造費用の確保

①製造量の条件緩和：上限 500ℓ→ 1000ℓへ
→ 販売量増・収益増が見込まれる

②ワイン販売の利益を算出
今年度700ℓ製造し、販売した場合の利益

700ℓ÷0.375ℓ×￥800＝149万円

ワイン製造実習の必要費用
年間 １２０万円

農業実習費への納入目標額
年間 １３０万円



マイスター・ハイスクール事業を通して生徒に身に着けてほしい能力

ワイン醸造に関する技術・知識
生徒の学習達成度

産業人としての問題解決能力
テスト形式では評価できない能力

ルーブリック評価を採用
事業内容に対応した学習到達度チェックシート

教育課程の刷新
学校設定科目・選択科目による専門的授業

学校独自認定制度
「Junior Wine Grower」

課題４：学習カリキュラムの検討



食品科学科 新しい教育課程の検討

２年次

３年次

醸造基礎：総合実習
インターンシップ

栽培・製造・販売：地域資源活用

醸造応用：ワイン学（学校設定科目）

栽培・製造・販売：地域資源活用

１年次

プロジェクト学習：レベルアップタイム

プロジェクト学習：課題研究

令和４年度入学生から
通常授業

栽培：農業と環境（一部）

ワインビジネス：流通（一部）

特別授業

外部講師：計画的に実施

外部講師：計画的に実施

外部講師：計画的に実施

学校独自認定試験

課題４：学習カリキュラムの検討



山梨県立農林高等学校 独自認定制度
「Junior Wine Grower (ジュニアワイングローワー)」

課題４：学習カリキュラムの検討

地域資源の活用、地域の活性化、新たな価値を創造する職業人材の育成を目指し、
該当授業においてワインというフィルターを通して六次産業について学び、認定
試験において以下の要件を満たした者を認定する。

【認定要件】
該当授業において評定４以上の成績を収め、なおかつ認定試験で60点以上
を取得

試験内容：択一問題 40点
記述式問題 60点（醸造30点、栽培15点、ワインビジネス15点）



ルーブリック評価の採用
事業内容に対応した学習到達度チェックシートの作成

課題４：学習カリキュラムの検討

＊生徒が、授業において何が求められているのかを具体的に把握するため。
＊生徒が自己評価をすることでメタ認知力を高める機会を得るため。
＊教員が本紙を用いて適切な授業評価をおこなうため。
＊生徒と教員が共通認識のもと授業に取り組むため。

【運用の手順】
・学習ノートの先頭ページに貼り付け

・定期的に評価を行う（単元の学習終了後、定期試験ごとなど）
→生徒は本紙を用いて自己評価を行う
→教員は本紙に基づいて授業評価を行う
→自己評価と授業評価を比較、隔たりがあればその理由を考えさせ、
メタ認知度の向上を図る



課題４：学習カリキュラムの検討



キャリア教育・進路に関する取り組み

課題４：学習カリキュラムの検討

学習内容

農林高校 地域企業
山梨

ワイナリー協会

【地域企業とのマッチング】
学習内容

求める人材像求める人材像

・山梨ワイナリー協会を通じて、本校の学習内容を周知

【インターンシップ】→ 教育課程１単位として扱う

・ワイン関連産業に興味を持つ生徒

→インターンシップ受け入れ企業（県内ワイナリー、酒販店等）の新規開拓



農林高ワイン 17ans[ディセタン]2021の販売

今年度の取り組み：流通・販売

農林高校 県内酒販店
消費者
飲食店

卸売 卸売・小売り

【取り扱い先（県内酒販店）】

・ＪＡ山梨みらい いーなとうぶ竜王（甲斐市篠原）
・マツムラ酒販（甲府市小瀬町）
・リカーショップながさわ （甲府市中央）
・澤田屋酒店（笛吹市石和町市部）
・甲州セラー凛花（南都留郡山中湖村山中）



【令和4年5月13日（金）17ans お披露目会】

・出席者：県内酒販業者、ワイン業界関係者

・内容:①マイスター・ハイスクール事業による活動報告

②ワインの紹介

③関係者による試飲・感想

④卸売販売

今年度の取り組み：流通・販売

【令和4年5月20日（金）17ans 一般販売】

・甲州 白 360mL 1,300円

・マスカット・ベリー A ロゼ 360mL 1,300円

・マスカット・ベリー A 赤 360mL 1,300円

山梨県全域の酒販店で取り扱い



今年度の取り組み：流通・販売

【令和4年10月1日（土）17ans オンライン販売】

• プティヴェルド 赤 360mL 1,300円税抜

• 甲斐市、甲斐市商工会と連携

甲斐市ふるさと納税返礼品・オンライン販売

→県外の消費者に向けた販売

• ワイン、学校、地域に関する情報発信

→インスタグラム、ＱＲコード

→学校ＨＰ内にランディングページとなる

専用ページを設置



仕込 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1

甲州
180L

シャルドネ
100L

ﾏｽｶｯﾄ･ﾍﾞｰﾘｰA
ロゼ 100L

ﾏｽｶｯﾄ･ﾍﾞｰﾘｰA
赤 160L

マルスラン
100L

仕込み 貯蔵管理 安定化･詰め

農林高ワイン 令和4年度 製造工程

多品種の仕込み

今年度の取り組み：ワイン製造

昨年度 ３品種
４銘柄

今年度 ４品種
５銘柄



・外部講師：山梨県造園建設業協会青年部

今年度の取り組み：東屋の建設（造園緑地科・環境土木科）

東屋床 石張り

・農産物販売や休憩スペースとしての「集まれる場所」の創造。
・東屋、ブドウ樹庭園を５学科の連携で建設することで本校の学習内容を肌で
感じることができる場所とする。

・景観や機能を考えた空間作りができる人材の育成を目的とする。



月 学 科 内 容 講師など（敬称略）

５月 食品科学科 試飲を含むイベント（アンケート） マツムラ酒販

６月 森林科学科 樽造り 実習 樽職人 小松氏

９月 食品科学科 ワインを通じた甲斐市の魅力発信 甲斐市商工会、甲斐市

森林科学科 樽造り講義 サントリーヤマザキ蒸留所 藤井氏

10月 食品科学科 コーヒーテイスティング バリスタ 松田賢哉 氏（県内で再検討）

食品科学科 食と飲料（ペアリング、サービス） パパソロッテ 坂口 氏

食品科学科 ワイナリー実習・見学 岩崎醸造、アサヤビネガー

11月 食品科学科 ワインに関する技術的探求 山梨大学、果樹試験所、ワインセンター

１月 食品科学科 山梨ワインの産地形成１ やまなし観光推進機構 仲田

食品科学科 山梨ワインの産地形成２ ワインツーリズム 大木

２月 食品科学科 工場見学（オンライン含む） メルシャン、サドヤ、サントリーなど

今年度の取り組み：外部講師授業

新型コロナ感染拡大により延期となった講演があり、スケジューリングに課題



醸造用ブドウ栽培技術の向上

ブドウ栽培実習を本格的に開始

（科目: 2年 地域資源活用）

→体系的な学習の実現

栽培

販売製造

オリジナルワインの商標登録

農林高校ワインブランドの確立

→社会的信頼の獲得

→学習活動の保護

次年度の取り組み


